
令和7年度 第1回 酒田市中学校部活動改革推進協議会 

令和 ７年 ６月 ２日（月）１４：３０～１６：３０ 

                        第1・２委員会室      進行：学校教育課長 

 

 

 

委嘱状手交                                教育長 

１ 開会                                  教育次長 

２ あいさつ                                 教育長 

３ 委員の紹介                                事務局 

４ 協議会会長の選出・副会長の指名                      事務局 

５ 報告                                   事務局 

（１） 酒田市の中学校の現状、及び地域展開進捗状況 

（２） 令和7年度の重点 

（３） 質疑応答 

６ 協議                              議長：協議会会長 

 

 

（１） 事務局からの説明            １５：００〜１５：０５ 
（２） 令和7年度地域展開に向けての意見交換  １５：０５～１５：５０（４５分間） 

（３） グループごとの報告（１ｸﾞﾙｰﾌﾟ４分以内） １５：５０～１６：１０ 

（４） 総括                  １６：１０～１６：２０ 

 

７ 諸連絡 

・ 第2回推進協議会について 他 

８ 閉会                                  教育次長 

本市における生徒にとって望ましいスポーツ・文化芸術環境の構築及び教員の働き方改革の推進の両立を目的と

した部活動改革を推進するため、酒田市中学校部活動改革推進協議会(以下「協議会」という。) を設置する。 

酒田市中学校部活動改革推進協議会設置要綱(設置)第1条より 

 

・ ワークショップ形式で行います。グループは別紙のとおりです。 
・ コーディネーターと発表者は、事務局員が務めます。 
・ (2)で出された意見をまとめ、(3)でグループごとに報告します。 
・ (4)の総括は、石塚アドバイザーにお願いします。 

 



令和7年度 酒田市中学校部活動改革推進協議会 委員名簿 

 

No 区  分 団  体  名 氏  名 備 考 

１ 

スポーツ団体 

酒田市スポーツ協会  齋 藤   隆 協議会長 

２ 酒田市スポーツ振興会  杉 山 道 弘  

３ 酒田市スポーツ少年団本部  齋 藤   勉  

４ 文化芸術団体 酒田市芸術文化協会 村 上 幸太郎 協議会副会長 

５ 総合型地域 

スポーツ 

クラブ 

希望ヶ丘体育文化振興会 樋 浦 紗 季  

６ きらり川南スポーツクラブ  加 藤 雅 広  

７ ひらた目ん玉スポーツクラブ 丸 山   清  

８ 

学校関係者 

酒田市中学校長会  佐 藤 英 喜  

９ 飽海地区中学校体育連盟  小 林 千 里  

10 飽海地区中学校文化連盟 

 

中 村 恵 子  

11 

保護者 

一中保護者代表  小 野 弘 志  

12 二中保護者代表 加 藤 夕 佳  

13 三中保護者代表 斎 藤 佳代子  

14 四中保護者代表 天 野 岳 人  

15 六中保護者代表 齋 藤 将 人  

16 鳥海八幡中保護者代表 荒 生 真央里  

17 東部中保護者代表 田中井 祐 一  

18 有識者 山形県部活動改革アドバイザー 石 塚 大 輔  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和7年度 酒田市中学校部活動改革推進協議会 委員名簿 

＜市関係課＞  

NO 課 ・ 役 職 氏   名 備  考 

１ 酒田市教育委員会 教育長 赤 坂 宜 紀  

２ 教育次長 堀 賀   泉  

３ 企画管理課   課長 斎 藤 正 人  

４ スポーツ振興課 課長 樋 渡   隆  

５ 社会教育課   課長 前 田 聡 子  

６ 文化政策課   課長 大 井 庄 栄  

 

＜事務局＞ 学校教育課 

NO 課 ・ 役 職 氏   名 備  考 

１ 学校教育課   課長 今 井 綾 子 事務局長 

２ 指導主幹 佐 藤 好 博 事務局 

３ 課長補佐 遠 藤 理 恵 事務局 

４ 指導主事 小 林 大 樹 事務局 

５ 指導主事 櫻 井 智 洋 事務局 

６ 調整主任 斎 藤 則 子 事務局 

７ 部活動改革総括コーディネーター 髙 橋   健 事務局 

 



酒田市中学校部活動改革推進協議会設置要綱 

(設置) 

第1条 本市における生徒にとって望ましいスポーツ・文化芸術環境の構築及び教員の働き方改革の推

進の両立を目的とした部活動改革を推進するため、酒田市中学校部活動改革推進協議会(以下「協議会」

という。) を設置する。 

 

(所掌事項)  

第2条 協議会は、次の各号に掲げる事項について協議する。 

(1) 中学校における部活動の地域連携・地域展開に向けた持続可能なスポーツ・文化芸術環境の構築に

関すること 

(2) 地域の運営団体又は実施主体による地域スポーツクラブ活動及び地域文化クラブ活動(以下「地域

クラブ活動」という。)に関すること 

(3) 地域の指導者等の活用に関すること 

(4) 「酒田市中学校部活動改革について（地域クラブ活動推進計画）」の審議並びに進捗状況の点検及び

評価に関すること 

(5) その他協議会が特に必要と認める事項 

 

(構成等)  

第3条 協議会委員(以下「委員」という。) は、おおむね20人の範囲で、次に掲げる者のうちから酒田

市教育委員会(以下「教育委員会」という。)が委嘱する。 

(1) スポーツ・文化芸術団体関係者 

(2) クラブ関係者 

(3) 中学校関係者 

(4) 保護者 

(5) その他教育長が特に必要と認める者  

 

(任期) 

第4条 委員の任期は1年とし、4月1日から3月31日までとする。ただし、再任を妨げない。 

 

(会長及び副会長) 

第5条 協議会に会長及び副会長を置き、会長は委員の互選によりこれを定める。 

2 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

3 副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

(会議) 

第6条 協議会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集し、会議の議長となる。ただし、会長が

選出される前に開催される会議は、教育委員会が招集する。 

2 会議は、委員の過半数の出席がなければこれを開くことができない。 

3 会長は、必要があると認めるときは、関係者に会議への出席を求め、意見を聞き、並びに必要な資料

の提出及び説明を求めることができる。 

 

(謝金等） 

第7条 委員が会議に出席した場合は、予算の定めるところにより、謝金及び費用弁償を支給する。 

 

(庶務) 

第8条 協議会の庶務は、学校教育課において処理する。 

 

 



(その他) 

第9条 この告示に定めるもののほか、この告示の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

  

附 則 

この告示は、令和７年４月１日から施行する。 



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

令和７年度 酒田市中学校部活動改革体制整備事業

第1回 酒田市中学校部活動改革推進協議会

令和7年6月2日(月）
14:30～16:30

第１・２委員会室



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

地域展開の必要性

その１ 中学生の人数の減少と部活動加入率の低下
その２ 指導者の人数の不足
その３ 部活動の数は微減
その４ 教員数の減少
その５ 国や県の方針 （教員の働き方改革）

その６ 学校に地域の力を、地域に学校の力を
（スクール・コミュニティ構想）

※ 単独の部・チームでの活動が難しくなっている
※ 教員の超過勤務・負担感の増大



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

中学校の現状・地域展開進捗状況



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

R4:137部→R7:103部



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

各年度の重点

進捗状況（〜令和６年度）

地域展開形態（受け皿）

総 数 運動部（含：準部扱い） 文化部

１０３ ８３（準部１５） ２０（休日活動９）

地域展開したクラブ数
【展開率】

４０（準部１５）
【４８％】

０
【０％】

第一中学校区 → 希望ケ丘体育文化振興会 第二中学校区 → 酒田二中クラブ振興会
第四中学校区 → きらり川南スポーツクラブ 第三中学校区 → 酒田三中クラブ振興会
東部中学校区 → ひらた目ん玉スポーツクラブ 第六中学校区 → 酒田六中クラブ振興会

鳥海八幡中学校区 → 鳥海八幡ジュニアクラブ（仮称）

重点１：移行目的の理解促進
重点２：人材発掘・育成
重点３：組織確立・物的環境整備

重点１：受け皿となるクラブの設立
重点２：人材発掘・育成
重点３：クラブ支援

重点１：受け皿となるクラブの設立
重点２：人材発掘・育成
重点３：クラブの広域化

令和５年度 令和６年度 令和７年度

二三六
スポーツ文化

クラブ（仮称）



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

成 果

１ サポーター・バンクの立ち上げ、セミナーの開催

２ 地域クラブ化の進捗

２ 保護者・指導者の意識・関心の高まり

３ 教員の超過勤務の減少



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

課 題

１ 指導者の発掘・育成
２ 活動場所の確保
３ 受益者負担に対する理解
４ 事務処理の簡略化（運営体制）
５ 持続可能性



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

令和７年度の重点



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

酒田市教育委員会の方針

(5) 令和7年度の重点

重点１：受け皿となるクラブの設立・支援
運営主体（受け皿）となり得る団体・組織の確立

受け皿となるクラブとの定期的・計画的な「ヒアリング」の実施
スポーツ団体、文化芸術団体等との協議・依頼
管理システムの実証

重点２：人材発掘・育成
酒田市「スポーツ・文化サポーターバンク」の募集・運営・登録

「サポーター・セミナー（5月・11月）」の開催
スポーツ団体、文化芸術団体等との協議・依頼

重点３：クラブの広域化（連携・統合）
近隣中学校・他校・他学区との連携
遊佐町・他市町村との連携・協力体制づくり

重点１：受け皿となるクラブの設立・支援
重点２：人材発掘・育成
重点３：クラブの広域化



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

令和7年度地域展開に向けての課題

（指導者・財源・管理体制 等）



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

１ 酒田市としてのビジョンについて
① 計画・課題・市民に考えてほしいこと、等の説明

２ 文化部について
① 練習場所の確保
② 楽器運搬の費用等

３ 学校校舎利用時のセキュリティについて
４ その他

① 練習試合の交渉等はだれが行うのか
② 地域クラブの学校施設の優先的利用について
③ スポーツ施設増設について
④ 校舎施設の民間による管理は可能か

＜ 「市民のための説明会」より＞



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

国の実証事業の委託先への「次に生かすアンケート」結果

＜委託の基準＞
１ 地域展開の受け皿となっているクラブ
２ 「部活動ガイドライン」を遵守しているクラブ
３ 山形県中学校体育連盟の県大会出場要件を満たし認定されているクラブ
４ 独自の規約を持ち、会費を運営に充てているクラブ

１ 希望ヶ丘体育文化振興会
２ 川南きらりスポーツクラブ
３ 目ん玉スポーツクラブ
４ 酒南ジュニア柔道クラブ
５ ハイクリア（バドミントンクラブ）

６ 川南アスリートクラブ
７ 東部卓球クラブ
８ 酒四柔道クラブ
９ ルミナーレ新体操クラブ



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

１ 成果
① 指導者の責任感の向上（専門指導・等）
② クラブとしての認知度の向上
③ 子どもの選択肢の拡大、活動するための人数の充足

２ 課題
① 事務手続きの煩雑さ（謝金・実績報告・提出書類・等）
② 学校施設の利用制限（クラブとしての利用）
③ ガイドラインの押し付け
④ 地域展開への理解度の温度差（受益者負担・等）
⑤ 学校の協力性の低下のおそれ
⑥ 生徒の評価場面の減少（壮行式・表彰・便りへの掲載・等）

３ 要望
① 事業の継続を希望
② 指導者のレベルアップ
③ 団体資格の明確化



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市中学校部活動改革推進協議会 

参考資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 中学校運動部活動に地域展開における用語の定義                １ 

 

２ 「保護者会クラブ」と「地域クラブ」の違い                  ２ 

 

３ 令和7 年度 地域クラブの地域展開状況                    ３ 

 

４ 令和7 年度 酒田市立各中学校部員数                     ４ 

 

５ 生徒・保護者・教員アンケートの結果                     １１ 

 

６ 酒田市教育委員会の方針                          １４ 

 

７ 酒田市中学校部活動改革推進協議会について                 １７ 

 

８ 酒田市中学校部活動等ガイドライン（概要版）                １９ 

目 次 



中学生運動部活動の地域展開における用語の定義 

＜中学校の活動＞ 

＜地域クラブ活動＞ 

 

 

 

 

名  称 定  義 責任 指導者 会費 対象 中体連 

学校部活動 

学校教育の一環として、教育課程との関連を

図り、校長が認めた指導者（顧問・外部指導者

等）のもと、生徒の自主的、自発的な参加によ

り、主に授業後や休日等に行われる課外活動 

中学校 

校長 

教員 

部活動指導員 

外部指導員 

なし 中学生 可 

合同チーム 

それぞれの学校に部活動があり、それぞれに

指導者がいるものの、あくまで一時的に、大会

に同じチームとして出場するために一緒に練

習をしたりするもの 

中学校

校長 

教員 

部活動指導員 

外部指導員 

なし 中学生 可 

合同部活動 

市町村の判断のもと、複数の学校で一つの部
活動を拠点校に設置すること。その際は当該
校の各指導者（顧問等）が部活動に配置され
る。（それぞれの学校に部活動、及び指導者が
いること。東北大会以上は出場不可） 

中学校

校長 

教員 

部活動指導員 

外部指導員 

なし 中学生 可 

保護者会 

部員の活動を、学校教育活動外の時間帯にお

いても、安全でかつ充実した活動が行えるよ

う支援する部員の保護者組織。 

保護者単独での練習会の開催はしないことと

なっている。 

中学校 

校長 

教員 

部活動指導員 

外部指導員 

あり 中学生 不可 

名  称 定  義 責任 指導者 会費 対象 中体連 

任意団体 

クラブ 

営利を目的とせず、地域住民が主体的に組織

運営するクラブ 

例：ﾙﾐﾅｰﾚ体操･Jr ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ･酒南ｼﾞｭﾆｱ柔 

道･川南AC･青龍･Beast running  

academy 

クラブ

長 
所属指導員 あり 

小学生

中学生 

認可

の上

可 

民間クラブ 

（含：企業・プ

ロスポーツクラ

ブ） 

対価を得て、営業としてスポーツサービスを

提供し、競技力のレベルアップを目的とする

クラブ。「教えることを仕事としている経験

者」が指導する 

例：酒田ｽｲﾐﾝｸﾞ･ｸﾛｽﾗｲﾝ･ﾌﾟﾗｽﾜﾝ･ｱﾗﾝﾏｰﾚ･ﾓﾝ 

ﾃﾃﾞｨｵ･ﾜｲｳﾞｧﾝｽ  ゙

クラブ

長 
所属指導員 あり 

小学生

中学生 

認可

の上

可 

スポーツ 

少年団 

スポーツを通して青少年の心と体を育み、

人々をつなぎ地域づくりに貢献することを

目的とする 

本部長 所属指導員 あり 
３歳～

19 歳 

認可

の上

可 

総合型地域ス

ポーツクラブ 

幅広い世代の人々が各自の興味関心・競技レ

ベルに合わせ、さまざまなスポーツに触れる

機会を提供する地域密着型スポーツクラブ 

例：希望ヶ丘･きらり･目ん玉･元気王国･酒 

田市ｽﾎﾟｰﾂ･YY･六華･みなｽﾎﾟ松山･鳥 

海ふれあい 

クラブ

長 
所属指導員 あり 

制限 

なし 

認可

の上

可 

資料１ 



 

 

 

 



6 女子バレーボール 〇 2 2 0 × 0 0 2 × 1 1 1 × 2 2 0 × 2 2 0 × 4 4 0 3

7 男子ソフトテニス 〇 3 3 0 × 3 3 0 〇 1 1 1 × 2 2 0 2

8 女子ソフトテニス 〇 1 1 1 × 4 4 0 〇 2 2 0 × 3 3 0 × 2 2 0 1

9 男子卓球 × 3 3 0 0

10 女子卓球 × 3 3 0 0

11 剣道 〇 1 1 1 〇 〇 3 3 0 × 1 1 1 × 3 3 0 〇 4 4 0 2

12 柔道 〇 〇 1 1 1 〇 1

13 サッカー 〇 2 2 0 × 2 2 0 × 3 3 0 × 2 2 0 × 1 1 1 〇 1 1 1 2

14 水泳 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 0

15 ソフトボール × 5 5 0 × 2 2 0 0

16 新体操・体操 × 0 0 2 〇 2

17 スキー × 1 1 1 1

18 吹奏楽 × 1 1 1 × 0 0 2 × 0 0 2 × 0 0 2 × 0 0 2 〇 × 0 0 2 11

19 音楽 × 1 1 1 × 0 0 2 3

18 18 7 2 42 42 6 11 25 25 10 3 21 21 7 5 17 17 5 9 18 18 5

24 18 32 18 18 32 15 30 13 24 10

0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 13

準部扱い 準部扱い

準部扱い 準部扱い 準部扱い 準部扱い 準部扱い 準部扱い 準部扱い

広域連携（遊佐へ）

3 4 4 04 4 0 × 3 0 〇 5 5 0 〇7 7 0 〇

準部扱い

× 3 3 0 〇 1 1 1

① 地域クラブ（設立予定を含む）は全部で１０３クラブ。内、連携（同市内の連携）及び広域連携（他市町村との連携）は３クラブ。

② クラブ指導者（予定を含む）は現在163名。2名体制を築くためには、あと合計４７名の指導者が必要。

③ １名体制で地域展開できそうなクラブは、９４クラブ。クラブ指導者が全くいないクラブは９クラブ（最低９人必要：運動４・文化５）。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田一中 資料３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田二中 



 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田四中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田六中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥海八幡中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部中 



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

酒田市教育委員会の方針

(1) 目 的

「生徒にとって望ましいスポーツ・文化芸術環境の構築」
と「教員の働き方改革の推進」の両立

•希望や目的に応じて自由に活動を選択できる環境を構築し、多様な体験機会を確
保する。

•スポーツや文化芸術活動を通して生徒と地域のつながりを深め、地域の活性化を
図る。

•部活動改革に向けた体制整備を進め、学校教育活動の一層の充実につなげる。

資料４



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

酒田市教育委員会の方針

(2) 本市の方向性
「部活動の地域展開を含めた酒田市独自のスポーツ・文化芸術環境の整備」

◎休日の学校部活動を、各中学校区や競技種目を基本に、地域が運営団体や
実施主体となるクラブに地域展開する。
（平日は、当面の間、教員や部活動指導員等による学校部活動を継続する）

◎実情に応じ、生涯学習（スポーツ・文化芸術）の視点、競技志向（アスリート・
アーティスト）の視点により、地域の運営団体や実施主体、および地域クラブの
整理・統合を図る。

(3) 参加者
「学校部活動に所属している生徒」 「学校部活動に所属していない生徒」
「運動や芸術文化活動が苦手な生徒」 「障がいのある生徒」等

希望するすべての生徒



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

酒田市教育委員会の方針

活動は楽しいもので、辛いものではない

格差がなく、すべての子どもたちに平等な機会

選択・継続は自己決定、強制であってはならない

(4)大切にしたいこと ～ 子ども主体の ～

•市の中学生の「スポーツ・文化芸術環境」未来像
(1)R5～R7… 平日は学校部活動、休日は可能なところから中学校区を基本に地域クラブ活動
(2)R8～ … 平日は学校部活動、休日は地域クラブ活動に地域展開



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

酒田市教育委員会の方針



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

・ 「スポーツ・文化サポーター（以下、「サポーター」という）」は、指導者資格の保有が必須条件ではあ
りませんが、地域クラブでの大会出場を考えたとき、各競技の中体連大会参加における必要な資格
を有することを推奨します。

• 技術指導のみならず、指導者としての資質を最も重要視します。そのため、市独自の「サポーター登
録証」を発行するとともに、「サポータ・セミナー」への参加を努力義務とし、指導や活動内容の定期
的な点検をおこなうことを義務とします。

スポーツ・文化サポーターバンク

１、スポーツ・文化芸術活動の指導経験があり、指導が可能な方
２，スポーツ・文化芸術活動の経験があり、指導もしくは指導の補

助が可能な方
３，地域クラブの運営（事務処理等）に協力できる方



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

サポーター・セミナー

１ 目 的
(1) 信頼される指導者の育成

子どもの指導に当たる際に必須である、子どもの体づくりや適切なトレーニング方法等につい
て研修する。

(2) 指導力の育成・向上
子どもの自主性や考える力、意欲を伸ばすコーチングのあり方等について研修し、子どもの自
立を促す指導者としての資質の向上を図る。

(3) 指導人材の発掘
指導経験のある者、指導意欲のある者、クラブ運営のサポートに携わる者を発掘し、生徒の指
導やサポートに当たろうとする動機づけを図る。

「子どもの体づくり」と「コーチング」

２ 内 容
(1) 指導に関すること
「実技指導、安全・傷害予防に関する知識・技能」
「用具・施設の点検・管理」
「事故やトラブルがあった場合の対処」

(3) その他
「生徒の健康や体づくりに関すること」

(2) 管理に関すること
「生徒の安全の確保」
「体罰・言葉の暴力・性暴力・ハラスメント
などの行為の絶無」

「生徒の基本的人権などの権利擁護」



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

サポーター・セミナー

第1回 「コーチング」
5月24日（土） １３：００～１７：３０
講師 ： 元東京ガス野球部監督

元FC東京社長
東京ガス星光会 会長補佐

阿久根 謙司 氏

第2回 「体づくり」
11月8日（土）
講師 ： 青山学院大学准教授

日本スポーツ協会公認
アスレティックトレーナー

星川 精豪 氏



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

目 的

内 容

・協議会委員は、「山形県における部活動改革のガイドライン（令和5年3月︓山形県教育委員会）」に則り、スポーツ・
芸術文化団体関係者、地域クラブ関係者、中学校関係者、保護者とし、その他教育長が特に必要と認める者（有識者
等）とする。令和7年度は18名とし、任期は1年で教育長が委嘱する。

・協議会の設置期間は、改革実行期間の令和13年度末までとし、一年度3回（６月・10月・12月）開催する。

・国の「部活動の地域連携や地域スポーツ・文化クラブ活動移行に向けた環境の一体的な整備事業」を本市として推進する
にあたり、市としての部活動改革に係る基本的な考え方を明確にするとともに、部活動の地域展開の具現化を図るための
検討組織を設立する。

・協議会を通して広く意見を求め、新たな酒田市独自のスポーツ・文化芸術環境の整備について市民への周知を図る。

令和7年度協議内容

回 時期 協 議 内 容

第1回 6月
① 部活動の地域展開進捗状況について
② 令和7年度の取り組みについて

③ 部活動改革に係る課題について

第2回 10月
① 部活動の地域展開状況報告（含人材・場所）
② 令和8年度～令和10年度（実行期間前期）推進

事業について

回 時期 協 議 内 容

第3回 12月
① 部活動の地域展開状況報告（含人材・場所）
② 令和8年度～令和10年度（実行期間前期）の

「部活動改革推進計画（案）」の検討



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

（県ガイドラインより）

『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン』

（令和４年12月27日スポーツ庁・文化庁発出）



酒田市中学校部活動改革推進協議会 第1回説明資料

「山形県における部活動改革のガイドライン」

（令和５年３月山形県教育委員会）」



 

資料５ 


